
３．ナノ粒子（超微粒子）の作製法 

 ナノ粒子研究の歴史をひも解くと、1961 年に久保亮五がいわゆる久保効果を発表したことに

たどりつく。物質が微細化されるとその構成原子数が少なくなることにより、電子のエネルギー

準位が離散的になり、特に低温で微細粒子特有の物性を呈するとしたものであった。1949 年に

上田良二、紀本和男はガス中蒸発法による金属超微粒子の作製に関して研究を行なっていた。彼

らは久保理論を契機に、超微粒子化による新物性の発現の可能性が指摘されたことを受けて、微

細粒子である超微粒子の物性研究を本格的にスタートさせた。最初の研究は電子顕微鏡によるそ

の結晶学の研究（1963 年）であった。そして、それは名古屋大学グループの「超微粒子の結晶

学」研究へと繋がり、60 年代の後半頃から日本における超微粒子（現在はナノ粒子と云う）の

電子物性の研究が開始されたのであった。すなわち 1965 年にナノ粒子の磁性研究が田崎明らに

よって行われ 、同時期に、物性研究のための超微粒子作製方法が数多く提案され研究開発され

た。1969 年に和田伸彦はプラズマジェット加熱法を開発し、グラムオーダーの作製量が可能と

なった。 

 また 1973 年（八谷繁樹ら）、1974 年（春日部進ら）には、抵抗加熱式ガス中蒸発法の蒸発源

近傍のナノ粒子の形態を電子顕微鏡で詳しく調べた研究がある。ここでは蒸発源近傍で微細な超

微粒子がガス分子により凝縮成長する様子が明らかにされた。一方、海外では、1976 年には C. G. 

Granqvist and R. A. Buhrman が行なった研究がある。10 種類以上の金属ナノ粒子生成について

の研究で、ガス中蒸発法を用いてその作製条件と粒子径の関係を示すと共に、粒子成長モデルを

検討し、粒子径分布が対数正規分布（log-normal distribution）であることを提唱した。この

成果により粒子成長のメカニズムが明瞭となり、シャープな粒子径分布を持つ超微粒子の製造管

理に役立つものとなった。 

 ナノ粒子の作製方法として、化学的手法と物理的手法があり、物理的作製手法ではガス中蒸発

法が研究開発され、この方法の加熱法として、(1)抵抗加熱、(2)高周波誘導加熱、(3)レーザー

加熱、(4)アーク加熱、(5)その他プラズマジェット加熱、電子ビーム加熱、スパッタリング法、

アークプラズマスパッタリング法、流動油面上真空蒸発（VEROS)法、通電加熱法、ハイブリッド

プラズマ加熱法などが開発された。 
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